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１. なぜエネルギーの
グリーン購入なのか



② 再生可能
エネルギー転換

① 省エネ

現 在 2050年

① 省エネ

エネルギー自体の消費量を

減らす

② 再エネ

使用エネルギーを、再生可

能エネルギーに転換

CO２排出総量の削減の２つの方法

エネルギーのグリーン購入



現在のエネルギー消費のCO2を
バランスするには、地球が2.2個必要

省エネでは無理→再エネシフトが必要



グリーン購入とは

・製品やサービスを購入する際に、

環境負荷が少ないものを選んで購入すること。

・供給側の企業に、環境負荷の少ない製品の開発を促し、
経済活動全体の環境負荷低減をすすめる。

＊平成１２年グリーン購入法制定。印刷用再生紙からスタート



エネルギーのグリーン購入とは

１.電気を購入する際に、環境価値の高い

再生可能エネルギーを選んで購入する。

2.再生可能エネルギービジネスを需要面

から牽引し、社会を持続可能な方向に

変えていく。 （需要プル）



どんなエネルギーを
グリーン購入するのか



都における燃料種別CO2伸びと構成比
（出典：都における温室効果ガス排出量総合調査H19.3）



産業部門のＣＯ２排出量
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グリーン購入対象エネルギー

• 電 気

• 自動車燃料
• 熱

まず実効性が高く
取組みやすい
電気から



電気のグリーンの価値とは



枯渇しない

後世への負担を低減できる。

グリーン電気の環境価値

放射性廃棄物低減

エネルギー安全保障

CO2の排出が少ない 地球温暖化回避に有効

持続可能社会づくりに貢献

海外資源依存を減らす



グリーン電力とグリーン電力証書



電気のコストとグリーン価値

電気のコスト

環境のコスト
（グリーン価値）

コスト外
(現在は)

ふつうの電気

電気の価値 電気の価値 電気の価値

・CO2排出ない

・放射性廃棄物

排出ない

・資源は持続可能

グリーン電力証書

グリーン電力

・CO2排出ない

・放射性廃棄物

排出ない

・資源は持続可能

・CO2排出ない

・放射性廃棄物

排出ない

・資源は持続可能

・CO2排出あり
・放射性廃棄物
排出あり
・地下資源は
やがて枯渇

ふつうの電気



CO2排出係数は都内平均未満が基準のため、CO2排
出量は増加しない。

大規模な再生可能エネルギー設備を導入したのと
同じ効果。

グリーン電力証書の購入効果

CO2外部不経済を内部化できる。



グリーン電力証書の
しくみ



グリーン電力証書販売

電気
電力会社

グリーン電力証書

電気

環境価値

環境価値

グリーン電力発電者

グリーン電力と同価値

電力会社

電気

電気

証書による
環境価値

グリーン電力希望者

グリーン電力購入者



2.東京都の電気のグリーン購入の
しくみと実績



東京都の電気のグリーン購入

• 要件
①再生可能エネルギーが５％以上

＊グリーン証書でも可

②電気のＣＯ２排出係数は0.392kg/ｋWh未満

★①と②はそれぞれ別の調達先から購入可能

• 入札で電気を購入する際に行なう



グリーン電気のボリューム感

事業所名
導入効果

環境価値の確保量
（予定）

太陽光発電設備相当
（設置面積）

東村山構内
（東村山老人ホーム）

約640千kWh 640ｋW相当
（約6,400㎡）

大田市場 約1,400千kWh 1,400kW相当
（約14,000㎡）

板橋構内
（板橋ナーシングホーム）

約880千kWh 880kW相当
（8,800㎡）

■平成19年度 「グリーン電気」購入施設

メガソーラー（1,000kW）が3基分が創出。
プラス都庁舎だと、メガソーラー 5.5基分



新たな電気のグリーン購入モデル

・ 要件

供給する電気の排出係数が0.392kg/kWh
未満となるよう①電気と②環境価値を納入

（5％の環境価値確保は標準設定）
・ 執行方法

①及び②を１つの契約で

係数の不足分を環境価値購入量
拡大でオフセット！



新たな電気のグリーン購入モデル

環境価値確保量

例) 電気事業者の排出係数が0.44kg/Wh、予定使用電力
3千万kWhの場合

電 気 本 体
環境価値
係数不足分

環
境
価
値
分

1,500千
kWh

3,660千
kWh

計 17.2%、500万kWh超の環境価値を購入

30,000千
kWh



¸CO2排出係数の抑制の措置と目標
¸再生可能エネルギー導入等の措置
と目標

電力供給事業者の義務

都内に供給される電力
の『環境性の向上』

ＣＯ２排出係数を
低下させる取組を推進

「エネルギー環境計画書」の策定
と公表

「エネルギー状況報告書」の策定
と公表

¸計画書記載内容の進ちょく状況

再生可能エネルギー
の導入等を促進

対象：一般電気事業者
特定規模電気事業者

エネルギー環境計画書制度



3. 電気のグリーン購入の
全国展開



電気のグリーン購入の拡大戦略

・全国の自治体に電力のグリーン購入拡大

・民間企業に電力のグリーン購入拡大

・グリーン電力供給者にとって、安定的な需要を担保

・安定的な需要拡大が再エネへの投融資呼び込み

・再エネ供給が一層の拡大・・・再エネコストダウン

・再エネの飛躍的拡大へ




